
 

学 校 名 等 安八町立登龍中学校 

実 施 日 時 平成２９年１１月２３日（木）午前１０時～（２時間） 

会 場 安八町立登龍中学校 

参 加 人 数 ３０名（生徒１０名・保護者等２０名） 

学習課題（分野） 親子で協力してアロマキャンドル・アロマスプレーづくり 

運営者の願い 

多感な時期の子供と親子で行事に参加したり，交流したりす 

る機会を得ることが容易ではない実態がある。親子で同じ目的 

をもち，一緒になって活動することで，親子でのコミュニケー 

ションを図るとともに，あらためて親子間でのよさを見付け， 

認め合えるようにしたい。 

学 習 の 内 容 

＜開会＞ 

（１）開会の挨拶 

（２）母親委員長挨拶，講師紹介とお願いの言葉 

（３）体験活動の趣旨説明 
 

＜交流及び演習＞  

（１）アロマキャンドル，アロマスプレーづくりの内容と製作方法について説明を聞く。 

（２）親子等で製作の手順を確認したり，役割分担を確認したりする。 

（３）アロマキャンドル・アロマスプレーづくりに各自が取り組む。 

→親子等で製作過程等について，交流しながら製作する。 

（４）完成した作品をお互いに紹介し合う。 

【工夫点】 

・親子で席を隣にし，２人組で製作をする。 

・我が子だけではなく，他の子供や自分の家族以外の母親と教え合いをしたり，アドバイ 

スをしたりすることを伝える。 

・作品紹介では，作品のよさに限らず，日頃の親子の様子等を話題にし，交流する。 
 

＜閉会＞ 

（１）母親委員長から講師へのお礼の言葉，参加者へのお礼とメッセージ 

（２）参加者の感想発表 

（３）閉会の挨拶 

 

＜アンケートより＞ 

 

体験活動参加型（中学校） 

 

親子で同じ目的をもち

協力しないとできない活

動（物づくり）を設定し，

喜びを共に実感できるよ

うに企画した。 

活動することが目的で

はなく，活動を通した触

れ合いを大切にした。 

 

 とても楽しかったです。楽しさには２種類あり，１つは自分がイメージしたとおりの

作品をつくることができたこと，もう１つは普段なかなかお母さんとゆっくり話せない

けれど一緒につくりながら話したいと思っていたことを話せたことです。このアロマキ

ャンドルは大切にし，家族で使いたいです。（生徒） 

 貴重な機会をいただけて本当に有難いと思いました。家で娘が話しかけてきても，忙

しいからという理由を付けて，ゆとりをもって話を聞いてあげられないことがあります。

そうではなくて話しかけてきたことが本当にかけがえのないことなのだと活動しながら

あらためて感じました。また，それは私一人ではなく他のお母さんも同じ気持ちでいら

っしゃることも分かりほっとできた時間でもありました。（保護者） 

 



 


